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郵政ユニオン広島支部の組合事務室を獲得しよう！ 会社は組合事務室を貸与せよ！ 

                    

     

 
 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
本
部
は
９
月
３

日
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
４
社
に
対

し
て
、
下
記
の
通
り
「
時
給
制
契
約

社
員
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
関
す

る
要
求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
最
低
賃

金
改
正
運
動
を
全
力
で
取
り
組
み
、

地
方
審
議
会
で
か
つ
て
な
い
地
域

間
格
差
の
是
正
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
は
成
果
で
す
が
、
金
額
と
し
て

は
生
活
必
需
品
の
物
価
上
昇
率
に

す
ら
追
い
つ
い
て
い
な
い
東
京
都

の
時
給
１
１
６
３
円
か
ら
、
そ
れ
よ

り
も
２
１
２
円
の
格
差
と
な
る
９

５
１
円
の
秋
田
県
ま
で
、
「
全
国
ど

こ
で
も
１
日
８
時
間
働
け
ば
人
間

ら
し
く
生
活
で
き
る
」
と
い
う
金
額

と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。 

 
 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、「
地
域
間
格

差
の
是
正
」
と
「
全
国
ど
こ
で
も
８

時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
生
活
出

来
る
賃
金
」
を
求
め
て
、
早
期
に
誠

意
あ
る
回
答
を
求
め
て
交
渉
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。 

（
抜
粋
） 

１ 
郵
政
で
働
く
時
給
制
契
約
社

員
の
最
低
賃
金
を
時
給
１
５
０

０
円
以
上
の
全
国
一
律
制
と
す

る
よ
う
制
度
を
見
直
す
こ
と 

２ 

現
行
の
郵
政
最
低
賃
金
制
度

の
下
で
生
じ
る
地
域
間
格
差
を

是
正
す
る
た
め
、
郵
政
最
賃
は
今

年
度
の
全
国
加
重
平
均
１
０
５

５
円
以
上
と
す
る
こ
と 

３ 

郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
統
一
の

「
企
業
内
最
低
賃
金
」
で
、
地
域

別
最
賃
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
加
算

額
２
０
円
を
２
０
０
円
に
引
上

げ
る
制
度
改
正
を
お
こ
な
う
こ

と 

４ 

郵
政
で
働
く
時
給
制
契
約
社

員
の
平
均
賃
金
（
時
給
）
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と 

５ 

勤
務
時
間
、
勤
務
日
数
の
削
減

は
生
活
給
で
あ
る
時
給
制
契
約

社
員
の
年
間
収
入
の
ダ
ウ
ン
に

直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
勤
務
時

間
や
勤
務
日
数
の
削
減
は
行
わ

な
い
こ
と 

 

 

 

時給制社員の 

賃金を上げろ！ 
－本部が最低賃金引上げ要求書を提出－ 

 

郵政産業労働者 

ユニオン広島支部 

(広島郵便局内) 


